令和６年度　第４回青森県特別支援学校総合スポーツ大会

「サッカー競技」実施要項
１  日　　程    　　令和６年７月１１日（木）
　　　　　　　　　　開会式　　　　　　　１０：００～１０：１０
ウォーミングアップ　１０：１０～１０：２５
第一試合開始　　　　１０：３０～
２  会    場    　　新青森県総合運動公園　球技場（荒天時中止）
３  競技方法    　　トーナメント方式
　　　　　　　　　　※但し、チーム数が４チーム以下になった際には、リーグ戦方式に変更して競技を行う。
４  競技規則    　  令和６年度日本サッカー協会現行競技規則及び青森県特別支援学校総合スポーツ大会申し合わせ事項による。
　　　　　　　　　　※学校単独での参加が困難な場合は、本大会開催要項別紙２「合同チームによる大会参加についての基本的な考え方」により、合同チームでの参加を認める。
　　　　　　　　　　　何らかの事情により、エントリー後に合同チームの結成が困難になった場合には再エントリーは認めない。
（１）試合人数
・８人制　
（２）エントリー対象
・中学部・高等部生徒（男女混合可）各校１チームもしくは２チーム。
（３）試合時間
・２０分ハーフ（ハーフタイム８分）
（４）ボールとグラウンドの広さ
・５号級を使用。

・縦６８ｍ×横４２ｍ（Ａコート・Ｂコートの２面）
・ゴールの大きさは、横５ｍ×高さ２．１５ｍ（少年サッカー用ゴール）
（５）勝敗
　　　・試合終了時同点の場合は、ＰＫ戦を行う。両チーム５人ずつが交互にボールを蹴り得点の多いチームを勝利とする。５人で決まらなければ、６人目以降サドンデス方式で勝敗を決する。
・リーグ戦を行う場合は、勝ち３点、引き分け１点、負け０点、勝ち点のトータルで順位を決定する。勝ち点が同点の場合は、得失点差とする。（順位の付け方→勝ち点、得失点差、総得点、総失点、直接対決、抽選）
（６）スローイン
・タッチラインを割ったあとのプレー再開方法はスローインとする。
（７）オフサイド
・オフサイドを適用する。
（８）交代
・一度ベンチに退いても、再度交代することができる。

・交代のタイミングはプレーの停止時に行う。

　※プレーの停止時とは、ボールがコート外に出たとき、主審がプレーを停止したときである。
・交代の際、監督が主審の承認を得て、コートに入ることができる。
・コート内に入るときは、ハーフライン近くの交代スペースから交代を行うものとする。
（９）用具
・スパイク使用可能。
・危険防止のためストッキング（ハイソックス可）とレガース（すねあて）を着用すること。
（１０）順位の決定と表彰
・１～３位までは順位に応じた賞状、４位以下は敢闘賞の賞状を授与する。
・決勝戦終了後、コートにて閉会式（表彰式）を行う。
（１１）審判
　　　・審判は主審１人とし、副審（ラインズマン）は配置しない。
５  その他

（１）ユニフォーム（ゼッケン等）は各チームで用意すること。

（２）各芝生の上での水分補給は水のみとする（芝生の保護のため）。
（３）監督会議は行わず、連絡事項を参加校へ事前に周知する。

（４）感染症拡大により参集型開催が中止になった場合は、各校でのチャレンジサッカー競技のみ行う。
参加各校へのお願い
※１　各校での練習において、スローイン、オフサイドに関するルールの指導をお願いします。
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